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   Les informations sur  l'uretrite non gonococcique ont  etees  rapportees par plusieurs 

savants  apres la 2  erne grande Guerre. Nous rapportont sur les informations,  parti-

culierement, sur les  resultats de la culture des microbes dans  l'ilretre aux cas de  l'ure-
trite chronique non gonococcique dans notre clinique, pendant de juillet 1956 a juin 1958, 

et sur leur  sensibilitê pour les antibiotiques. 

   On a pu cultiver Streptococcus (10 cas), Bacillus  diphtheroid (9 cas), Staphylococcus 

(5 cas), Micrococcus (20 cas), etc.. Dans les examens de la  sensibilite pour les antibioti-

ques, les microbes tenaient  relativement la  sensibilite pour le  Chloramphenicol, mais  ils 
montaient la  resistance, plus ou  moins, pour la Sulfamine, la  Penicilline, la  Streptomycine, 

la  Chlortetracyline, et  l'Oxytêtracycline.

1緒 言

Penicilli11そ の他 の抗 生物 質,化 学 療 法 に よ

り淋疾 が容 易 に治 療 し得 る様 に なつ てか ら,淋

疾 の薬 剤 に対 す る抵 抗 性,再 発,淋 疾 後 尿 道

炎,と 共 に,非 淋 菌 性 尿道 炎 が 注 目 され る様 に

なつた.一 過 性 に消退 す る も の は と もか くと し

て,漫 性 に経過 し,種 汝の治 療 に抵 抗 し,又 し

ば しば再 発す る もの が,厄 介 な問 題 と して あ ら

われ て来 た,こ れ等 は慢 性 淋 疾,抗 療 性 淋 疾,

あるい は再発 性 淋疾 と して取 扱 われ て来 た も の

が多いが,細 菌 学 的検 査iでは淋 菌 は証 明 され な

い.こ の様 な尿 道炎 が 最 近 か な り多 くな り,他

方,尿 道炎 を恐 れ るの あ ま り,何 等 異 常 の な い

にも拘 らず,種 々 の訴 え を有 す る患 者,い わ ば

尿道炎恐 怖症 も少 くな い.我 々 は尿 道 炎 の 訴 え

を有す る患者 の一 部 に細 菌 培 養 検 査 を 行 い,培

養菌 と治療薬 剤 との問 の関 係 を 若 干 検討 して み

た.

皿 自家症 例 及 考 按

明 らかに尿道炎恐怖症 と判断 されるものは除外 し,

尿検査で上皮細胞,白 血球の認め られるもの,す なわ

ち尿道炎 と診断され,且 つ淋菌性でない ものの,尿 あ

るいは尿道分泌物 より培養(萄 葡糖加血液寒天培地)

を行つた.昭 和31年7月 より昭和33年6月 までの2力

年間であ るが,そ の全尿道炎症例に対 して行つたわけ

で はな く,そ の うちの一部,特 に慢性の もので,我 々

の外来を訪れ る迄は慢性淋疾あ るいは抗療性淋疾 とし

て取 り扱われていた ものに対 して行つ た.

これ等慢性非淋菌性尿道炎 の菌培養の成績と,臨 床

症 状,淋 疾の既往,以 前に行われ てある治療お よび今

回培養前に受けた治療薬品等を,第1表 に表示した.

31例 中25例(80%)が 既往に淋疾を有してい る.こ れ

までに使用した薬品で,は つき りと薬品名の判明して

いるものの中では,Penicillinが 最 も多 く18例中17例

が使用してい る.次 いでSulfa剤Chlortetracycline
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Tableau1.
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Microbeencultureauxcasde1'ur6tritenongonococcique

Malade … 朧諜 謝 Sympt6meclinique Traitementpass6Microbeenculture

1.S.T.25 Urodynie

(u):urine
(u)Str6ptococcus

Staphylococcus

2.FY.24
Sensationd6sgar6-

ablea1'urさtre
(u)Micrococcus ureae

3.M.S.30 (+) UrOdynie P6nicilline(10j.) (u)Coccusgram-positif

Bacillusgram・positif

4.N,Y.36 (+) Urodynie
P6nicilline

Sulfamide
(u)Bacillusdiphth6roid

Micrococcusureae

5.T.H.28 Urodynie (u)Coccusgram-positif

6.T.Y.24 (+)
Urodyeni

Urinetrouble
P6nicilline (u)Bacillusdiphth6roid

Micrococcusureae

7.MT.32 (+) Sensationd6sagr6-
ableal'ur6tre

P6nicilline (u)Str6ptococcusnon・

h6molyticusMicrocoひ
ノ

cuspyogenesva「 ・

8.K.H.20 Sensationd6sagr6-
ableenmiction

P6nicilline

Chlort6tracycline
Micrococcus6pid6midis

9.0.A.26 11almois
Sensationd6sagr6-

ablea1'ur6tre P6nicilline Micrococcus

lO.K.Y.27 11yalan P6nicilline Bacillusdiphth6roid

ILN.H.21 Ilyagmois Urodynie
Urinetrouble Micrococcusureae

12.K.T.30 11yaans

Sensationd6sagr6-

ablea1'urさtre

Sensationd'urine

r6siduelle

Microccusureae

13.H.K. 21Jly・3m・ … 溜 艦
,)

P6nicilline

Chlort6tracycline
Str6ptococcush6molyticus

Micrococcusureae

14.O.T.24 Sensationd6sagr6-
ableauP6nis

Bacillusdiphth6roid

Micrococcusureae

15.K.A.1g (+) P6nicilline MicrOCOccus

16.Y.M.21

Pusdel'urさtre

Ilya3semaines

copulatiQnimpule
Micrococcus

17.S.S.28 (+) P6nicilline

Sulfamide
Str6ptococcusnon-

h6molyticusMicrococcus

18.K.1.26 11ya4ans Blennorragie(F
emme) P6nicilline Bacillusfaecalis

aIkalig6n6s

19.M.M.30 11ya3ans P6nicilline
Str6ptococcusnon・h6molyti・

cusMicrscoccuspyog6n6s

var.alb.

20.S.Y.43 (+)
Pollakysurie

Sensationd6sagr6-

able註1,ur色tre

Staphylococcusalbus

Bacillusdiphth6roid

21.0.R。32 Ilya2mois Sensationd6sagr6-
ablearur6tre

P6nicilline

Oxyt6tracycline

Micrococcus6pid6midis

Micrococcuspyog6nes

var.aur.
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22.T.K.25 (+) Secretionpurulente Micrococcusureae

23,H.T,32 Micrococcusurea

S6cretionpurulente,

、、.T.S.3611,…t1・ … §調i鴇 鯉 窟 曜

fatigue

P6nicilline

Sulfamide Staphylococcus6pid6midis

25.T.S.42 11y・ ・・… 諦 艦 。艦 量9「合 Staphylococcus6pidemdiis
Bacillusdiphth6roid

26.K。Y.2611yalan

S6cretionpruulente,

Sensationd6sagr6-

able乞1'urさtre

aprさsboire

P6nicilline

Str6ptomycine

Chlort6t「acycline

Staphylococcusnon-

h6molyticus

27.K.N.2311yalan
Sensationd6sagr6-

ableenmiction
Str6ptomycine Baciliusdiphth6roid

Micrococcusurea

28.0.S.40 (+) Urinetrouble P6nicilline
Str6ptococcus

Bacillusdiphth6roid

・・.M.K.・ ・11…m…29¥gag'鴨,亀1曇 §9「e'

P6nicil!ine

Sulfamide
Str6ptomycine

Bacillusdiphth6roid

Str6ptococcus
non-h6molyticus

30.M,S.31 (+)
Pollakysurie
Sensationd6sagr6-

ableenmiction

Str6ptococcusviridans

MicrocQccus

31.T.A.2Z (+)
S6cretionpurulente,

Urodynie

Micrococcusureae

Str6ptococcusviridans

32.Y.S.24 (+)
Filamelltsur6thraux
blennorragiques

Urodynie

Str6ptococcuspyog6nes

Bacillusgram-n6gatif

Streptomycin等 が使 わ れ てい る.培 養 菌 は,尿 小 球

菌が最 も多 く20例 で あ るが,こ れが 直 ち に 病 原菌 で あ

るとは考 え難 い.連 鎖 状 球 菌10例Diphtheroid桿 菌

9例,葡 萄状球 菌5例,そ の 他 若干 で あ る.又,臨 床

症状 としては排 尿痛(urodynie)(9),尿 道 不快 感(sen'

sationd6sagreable溢ur6tre)(9)が 多 く,掴 濁 尿

(urinetrouble),残 尿 感(sensationd'uriner6-

siduelle),疲 瘍時 な どに膿 様 分泌 物 も出す もの(s6・

c「etionPu「ulentenfatigue)等 が あ る.尤 も これ

等の中にも,か な り誇 張 され た.神 経 衰 弱 的 な訴 え も

若干は含 まれ てい る と思わ れ る.

2回 以上 培養 を行 い,経 過 を 追 うこ との 出来 た8例

につい て,菌 の培 養 と用い た 治療 薬 品 との 関係 を 検 討

し,こ れを 第2表 に 示 した.第1例 で はSulfa剤,

Penicillinは 殆 ん ど効 果 を示 して い な い.第2例 は 恐

らくAureomycinが 効果 が あ つ た と思 わ れ る.第3

例は一応効 果が あ つた 様 に も見 え るが,違 つ た菌 が培

養 されてお り,こ れ は 尿 道洗 灘(lavage)の た め か も

知れない.第4例 はPenicillinとSulf剤 で一 旦 連

鎖状球菌が 消失 した が 再 発 し,再 度Pellicillill錠

(Pasti11e)で 消失 し た.第5例 はSロlfa剤 とlrot-

ycinが 奏効 し てい る.第6例 はPenicillin無 効,

Streptomycinと110tycinが 有効 で あ つ た様 で,第

7例 は何 も効 い て いな い のみ な らず,尿 道 洗源 の ため

で あ ろ うか,他 種 類 の菌 を も証 明 し てい る.第8例 は

DiPhtheroid桿 菌 に は110tycin,葡 萄状 球 菌 には

Chloromycetinも 無効,新 らし いSulfa剤 ・Uro　

Cydalが 効果 を 示 した.尿 小 球菌 は何 れ の例 に 於 て も

変 化 な く,消 失 し てい な い.Penicillinは 第4例 では

効 果 を 示 した が,多 くは 無 効で あ る。(こ う云 うもの

を一 般 にはPenicillin耐 性を 生 じた淋 疾 し てい る様

で あ る)Diphtheroid桿 菌 に は110tycinが 有 効 の様

で あ る.尿 道 洗 蘇 はあ ま り効 果 が な く,手 技 が 拙 劣で

あつ た た め か も知 れ ない が,む し ろ他 の菌 の発 育 を 見

た りし,あ ま り期 待 さ る可 き治 療 法で は な い と思 わ れ

る.

第3表 には,5例 に つ いて,そ れ 迄 の治 療 と,培 養

菌 と,こ の菌 の諸 抗 生物 質に 対す る感 受性 テ ス トを表

示 した.第1例 はChloramphenicolとStreptomy-

cinに のみ 感 受 性 を有 し,前 に使 用 したPenicillin

Sulfa剤 は 勿論,Chlortetracyclin,Oxytetracyclin

に も抵 抗 を示 して い る.第2例 で はChlorampheni-

co1の み 感 受 法 を 有 して い たが,6日 間 のChloro-

mycetin使 用 で抵 抗 性 を示 した.第3例 は種 々の 治
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療 を行 つ て い るに も拘 らず,Sulf剤 を除 き殆 ん ど抵

抗 を生 じて い ない 第4例 は培 養 され た2種 の 菌 につ

い て 検べ た が,何 れ もChloramphenico1,Sulfa剤

に 感 受性 を 有 し,Penicillin,Chlortetracyclin,

Oxytetracyclinに 抵 抗 を 示 して い る.第5例 は

Chlorarnphenicolの み 感 受 性 を有 し,他 は 抵抗 を示

し てい た.Diphtheroid桿 菌 であ るた め,110tycin

を も用 い て奏効 したが,3日 間 のみ のChlorQmyce-

tin使 用 で早 くもChloramphenico1に 抵 抗 を 示 し

た.

菌 の薬物感受性テス トの成績では,Chloramphe-

nicolに 対する感受性が保たれ,こ の薬品には抵抗が

出来ないのである如 くに見えるが,数 日の使用で感受

性がな くなつてい る点か らは,む しろ,現 在種 々の抗

生物質が乱用に近い迄 に使用されている中で,こ の薬

品が比較的に使用 されかたが少 い.あ るいは使用 され

出してか ら日が浅い.と 云 う様な ことが原因であ ろう

と想像される.そ の患者が使つ てない薬物に も抵抗が

見 られ ると云 うことも,そ の菌がその患者に感染する

以前に,そ の薬 品に遭遇 し,す でに抵抗を生じていた

もの とも考え られ,漸 次既存の抗生物質にはすべ て抵

抗を示し,極 め て難治 となる菌 も生 じて来るか も知れ

ず,こ れ等慢性非淋菌性細菌性尿道炎の治療は困難を

極めることと想像 され る.

尿道炎に種 々あ ることは古 くか ら知 られていたが,

第2次 大戦直後までは何 と云つ ても淋菌性の尿道炎が

最 も多 く,ま た最 も注 目され ていたが,戦 後Sulfa

剤,Penicillinの 使用 されるに及び,淋 疾は急激に減

少 し,之 に代つ て,非 淋菌性の尿道炎が増え,関 心を

持たれ るに至つた.非 淋菌性尿道炎はHarkness等

に より分類され,こ の中には無菌性のもの もあ り,細

菌性のものでは,原 発性尿道炎,続 発性尿道炎が大 き

く分類 され,原 発性のものは淋菌は証 明されないが.

排膿等の急性尿道炎症状を有し,感 染機会 も推定 出来

るが,続 発性の ものでは,こ れ等があいまいで,多 く

は抗Penicillin性 淋疾,慢 性淋疾 として扱われ て来

た ものであ り,社 会的に も非常に厄介な もので ある.

我 々は,医 師に より淋疾であると云われ,あ るいは 自

分 自身で淋疾であ ると信 じている,こ う云つた慢性尿

道炎患老について検索を行つたので,原 発性のもの,

急性の ものは対象 としてない 又,Virus.P.P.L.O

等 も検討していない 手不足な診療 のかたわ らに行っ

たことであるので,不 充分 なものであることは 自らよ

く承知 している所であ り,非 淋菌性尿道炎に関 しては

共 同研究班 なども設け られ,各 方面で くわ し く検討さ

れ,報 告 されているので,我 々の不完全 な報告は何等

の価値 も有 しないか も知れないが,我 々の臨床で得 ら

れた非淋菌性尿道炎 に関す る2,3の 知見を 報告し

た.

皿 結 語

1)昭 和31年7月 よ り,33年6月 まで の慢 性

非 淋 菌 性 尿 道 炎 患 者 の一 部 に,尿 あ るい は尿道

分 泌 物 の培 養 を行 い,連 鎖 状球 菌10,Diphthe-

roid桿 菌9,葡 萄 状 球 菌5,尿 小球 菌20,そ

の他 若 干 の成 績 が 得 られ た が,こ れ等 が 病原 菌

で あ る とは勿 論 速 断 し難 い.

2)こ れ等 症例 の大 部 分 は 淋疾 の既 往 を有 し

又,抗 療 性慢 性 淋 菌 性 尿 道炎 と して取 り扱 われ

て お り,SUIfa剤Penicillin,Chlortetracyc1血

Streptomycin等 の治 療 を受 け て い る.

3)培 養菌 の各 種 抗 生 物 質 に対 す る感 受性 テ

ス トを行 う と,ChloramphenicolVaは 比較 的

感 受 性 が 保 た れ て い るが 。SUlfa剤,Penici-

11in,Chlortetracyclin,Oxytetracyclinに は

大 な り小 な り抵 抗 を 示 して い る もの が 多い.

(稿を終えるにあたり,恩 師稲田務教授の御高

閲を篤 く感謝し,ま た細菌学的に御教示をいた

だいた国立京都病院臨床検査科長出井勝重博士

に深 く感謝する)

(本稿 の要 旨は,昭 和31年12月 第186回 京都集談会お

よび,33年8月 第10回 西部連合地方会の席上口述し

た)

文 献

1)岩 田 ・亀 井 ・岡 山:日 泌 尿 誌,46:52,1955.

2)加 藤;日 泌 尿 誌,48:314,1957.

3)清 島:日 泌 尿 誌,47'788,799,1956.

4)小 西:性 病,40:104,1955,

日泌 尿 誌,47=201,1950.

5)黒 川 ・清 島;日 泌 尿 誌,45:246,1954.

6)篠 田 日 医 新 報,1568:2016,1954;臨 淋 皮 泌

,9二13,1957.

7)篠 田 ・清 島=日 泌 尿 誌,45:104,1954.

8)新 谷 二泌 尿 紀 要,3:555,1957;4:63,213・

1958.

9)田 村(一):臨 鉢 皮 泌,6:647,1952.

10)田 村 峯 ・藤 井 ・宮 垣:皮 膚 紀 要,50:257,1954.

11)田 中:臨 床 皮 泌,8:375,1954 .



山 田 。柳 井 ・・西 浦'慢 性 非 淋菌 性 尿 道 炎 知見 補 遺261

ユ2)田 中=日 泌尿 誌,45=246・1954・15)山 本(弘)・ 石 原 ・大 島 ・倉 岡:日 泌尿 誌,45=

13)山 本 忠 ・田 中:性 病,38=81,120,1g53.246,1g54,

14)山 本 弘:泌 尿 紀 要,4:172,1958.

Tableau2・DroguesetMicrobes(en .poursuivantauxphase)

M・1・d・A・・聰 器 鶴 Traitementat6rieuroupass6 Microbeenlture

1,A.H.22 (+) P6nicilline(?) .
Thiazin(7j),P6nicilline,(1j)

Coccusgram-positif
→Str6ptQcoccusfaecalis

Micrococcus6pid6midis

Thiazin(7j),Protargol-1avage(4j) _,Str6ptococcus(groupel
actique)Micrococcusureae

2.S.T.40 (+) Str{…ptococcush6molyticus

Str6ptococcus(groupeD)

P6nicilline(5j),Sulfazin(5j),
Aur60mycine(8j) →Microccusureae

3.Y.S.24 (+) P6nicilline(?) →Str6ptococcuspyog6nesB
acillusgra皿 一n6gatif

T6tracyne(9j),Aur60mycine(3j),
Ilotycine(6j),Protargol-1avage(4j)

→Staphylococcus

4.T.T.22 (+) P6nicilline(?) Str6Ptococcusviridans→
MicrocQccusureae

P6nicilline(4j)
Str6Ptococcusviridans→
Micrococcusureae

Penicilline(2j),Thiazin(2j) 一レMicrococcusureae

(一) →Streptococcus(groupeD)

PastilledePenicilline(4j) →Micrococcusureae

5.Y.T.37 (+)
Penicilline,Streptomycine,
Aureomycine(?)

110tycine(7j),Sulfazin(7j)

一 レ

→

StrePtococcushemolyticus

Bacillusdiphtheroid

Micrococcusureae

6.M.S.31 (+) Penicilline(?)

(一)

StrePtococcusviridans一レ
Micrococcus

→Streptococcushemolyticus

Streptomyc三ne(7j),

PastilledePenicilline(7」)

Bacillusdiphtheroid→
Microccusureae

110tycine(5j),Strepto皿ycine(7j)・

Sulfazin

→Micrococcusepidemidis

7.M.K.25 (+)
Penicilline,Steepto皿ycine,

Sulfamide(?)

→Bacillusdiphtheroid

Thiazin(20j),Achromycin-lavage
(19j)

Bacillusdiphtheroid
→Streptococcus

non-hemolyticus

8.T.S.42 (+)
Staphylococcusepidemidis
Bacillusdiphtheroid

Ilotycine(5j) →Staphylococcus

Chlormycetine(6」) →Staphylococcusepidemidis

Urocyda1(6j) → (一)
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Tableau3.MicrobeetSensibilitepourIesantibiotiques

Malade … 撫 。諜 鵠e Sympt6meclinique Traitemellt
ant6rieuroupass6 Microbeenculture

Examendesensibilit6

Su1.P6n.S.M.A.M.T.M. C.M.

1.1.G.23 (+)
Sensationd6agr6・

ablea1`ur6tre

P6nicilline

Sulfamide
→Micrococcusureae 十十 十 十 十

2.T.S.42 Ilya20ans
Sensationd6sagr6・

ablea1,ur6tre
Ilotycin(5j.) →Staphylococcus6

pid6midis
± ± 十 十 十

↓(
土) ←ChlorornyC6tine(

6j.)
→Staphylococcus6

pid6midis
± ±

3.K.M.26 11yalan
Sensationd6sagr6-

ablea1,uretre

S6cretionpurulente

Str6ptomycine

Aur60mycine

P6nicilline

→Staphylococcus
llon・h6molyticus

± 十 十 十 十 十 十 十 十十 十 十 十 十

4.K.N.23 11yalan Sensationd6sagr6・

abIea1,uretre
Str6ptOmycine

→Midrococcusureae十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

E
田
■

●

1

斗

→Bacillusdiphtheroid十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

5.0.S.40 (+)
Sensationdesagre。

ablea1'uretre
Penicilline 一レBacillusdipheroid 十 十 十 十

↓

(一)
← 謙 濫

,!琶{孟 。(,j.)-M・cr・c・cc・ ・ureae
十 十 十

Sul.
Pen.

S.M.

A.M.

T.M.

C.M.

:Sulfamine
=Penieilline
=Streptmyeine
:Chlortetracline
OxytetraCycline

=Chlorarnphenicol




